
オープンキャンパス

OPEN CAMPUS
全学オープンキャンパス（早稲田キャンパス）

所沢キャンパス祭 通称：所祭（とこさい）

DISCOVER WASEDA

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、中止や内容を変更する
　場合があります。詳しくは各イベントの Web サイトをご確認ください。

8/5 9：00ー17：00（土）6（日） 所沢キャンパス祭。それは１年の中で最も所沢キャン
パスが盛り上がる日です。
2023年スローガンは“Remake～所祭20祭～”です。
20回目を迎える所祭が過去最高のものになるよう、
日夜活動しています。参加される全ての方の思い出に
残る学園祭へ、ぜひご来場ください。

（所沢キャンパス祭実行委員会）

大学の特色や、人間科学部の概要、実際の講義を
映像コンテンツ等で紹介します。

https://discover.w.waseda.jp

【内容（予定）】

◎学部説明　◎模擬講義　◎個別相談　◎早大生との相談コーナー

◎キャンパスツアー　◎資料配布 など

所沢キャンパスVRツアー

多くの学生や教職員に親しまれている建物等の
内外観を360度見渡せるだけではなく、現役学
生によるナレーション解説やフォトギャラリー
（一部は動画）も用意しています。

※写真は2022年度のものです。

西武池袋線（東京メトロ有楽町線・副都心線、東急東横線、横浜高速みなとみらい線 相互直通運転）

小手指駅からスクールバス（無料）約20分
こ　て さし

Access

指
手
小

池　袋 小手指まで35分［直通］

大　宮 小手指まで60分

高田馬場 小手指まで40分

横　浜 小手指まで80分［直通］

有楽町 小手指まで70分［直通］

国分寺 小手指まで30分

スクールバス（無料）
下のQRコードで
本学へのアクセス
を確認できます。

早稲田大学 人間科学部

〒359-1192　埼玉県所沢市三ケ島2-579-15
https://www.waseda.jp/fhum/hum/
E-mailによるお問合せ先は上記URLよりご確認ください。

みか じ ま

最新の情報はWebサイトで紹介しております。

「人とペガサス」像
スウェーデンの彫刻家カール・ミレスの作品。
ギリシャ神話の英雄ベレロフォンがペガサスに乗って、怪物キマイラを退治に向かう姿を表している。
人間科学部開設（1987年）にあたり、学生たちにも大きく羽ばたいてほしいという願いを込め、
所沢キャンパスの象徴として設置された。

8/26 9：30ー15：00（土）

（日）10/22

https://waseda-vrtour.com/jp/tokorozawacampus/

School of Human Sciences, WASEDA University 

人間科学部オンラインオープンキャンパス

【内容（予定）】 「個別相談」 「人間科学への招待」（事前予約制）

◎学部説明

◎地域ブロックごとに出身学生・教職員との座談会/相談会　など

Human
Sciences
GUIDE BOOK 2024
School of Human Sciences, WASEDA University 

早稲田大学 人間科学部
◆人間環境科学科　◆健康福祉科学科　◆人間情報科学科



持続可能な社会をつくる。 人と人を結びつける。さがす。本当の幸せを

インストラクショナル
デザイン、教えることを

科学する

身体の動作や
所作をともなう
学習内容を
遠隔で教育する
仕組みを開発する

正解のない問題に
挑む力を育む

学習環境をデザインする

言語メディアの
科学と技術から
未来をデザインする

教育工学の観点から
テクノロジーを活用した
学びの有用性を探る

教育に
データサイエンスで

迫る

マルチメディア情報を
活用し、教育・モバイル・
広告サービスを支援する

方法を探る

生体情報解析を
駆使して、

人間の知覚・判断処理の
仕組みを探る

教育問題を解決する 
“ 知の体系” を構築する

人間の
生体機能を解析し
感性を評価する

人間情報科学科

ヒトの健康維持や
QOLの向上に果たす
「食」の機能性を
科学する

マウスの脳を
知ることで、
人間について
理解する

脳のメカニズムを
システムとしてとらえ、
健全な心身の理解をめざす

健康を支える
社会の仕組みを
科学する

老年学と
社会福祉の視点から、
”いま”の社会の
問題に迫る

マインドフルネスで
現代人の心を救えるか

検討する

医療・介護・福祉の
領域で、人間を見つめた
経営戦略を学ぶ

「福祉コミュニティ」を
かたちづくる

コミュニティデザインの
方法論と理論的基盤を構築する

健康福祉科学科

生態系のつながりを
断ち切らないための
科学を実践する

人間の生活における
芸術・表象文化の
機能を探求する

ヒトの学びと
学びを支える
環境を科学する

人間とモノの
相互作用を

歴史学的・民俗学的に
探求する

移民と社会運動を
切り口に、

グローバル社会の
課題に挑む

大気環境問題を
化学の視点から解明する

地図を描き、
社会の変動を明らかにする

人間の活動と自然環境の
調和メカニズムの
構築をめざす

相互行為・
コミュニケーションにおける

身体の役割を
学融合的に科学する

住居・建築・都市を
よりよくするための
調査研究を実施する

遺伝子・タンパク質を
復元し、

生命の起源の謎を解く

人間環境科学科

人間科学部は、人間にかかわる多様な問題に対して、

様 な々学問をもって総合的に取り組む「人間科学」の高い理想を掲げ、1987年に創設されました。

「人間環境」「健康福祉」「人間情報」をキーワードとして構成された3学科では、

いずれも柔軟で学際的なカリキュラムを用意しています。

多彩な学問領域に触れることにより、専門性を深く極めつつも既存の学問領域の枠組みを超えた

「俯瞰するチカラ」を身につけることができます。

自ら課題を見いだし、その解決に向けて取り組む、優れた人材の育成をめざしています。

人間科学の

挑戦
人間科学が描く

未来

CONTENTS

※ 本ガイドブックに登場する人物の学年、所属などは、特に注記がない限り2022年度取材当時のものです。

人間科学の挑戦：人間科学が描く未来

7つのポイント／ カリキュラム

人間環境科学科

健康福祉科学科
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人と人工知能の
共生を目指して

人間の感性や暗黙知に
情報科学で迫る

格差の問題を
総合的・

人間科学的に
探求する

持続可能な
開発をめざして、
開発をめぐる課題の
発見と解決を探る

生活者の視点から
地域社会のあり方や
地球環境問題に迫る

緩和医療学、
臨床死生学から

人と人とのつながりの
あり方を考える

「特別なニーズ」を
通して人間を理解し、
超高齢社会に必要な
技術の開発をめざす

言語やメディア
コミュニケーションを
研究し、実践する

認知心理学的
観点から、

ヒトの認知過程を
解明する
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オー

俯瞰するチカラを養うカリキュラム

真摯な人間性の追求のもとに、

よりよい社会を実現できる高度な職業人や

研究者の育成をめざした学びを提供します。

人間科学部の教育課程

人間科学基礎科目群

リテラシー科目群

人間科学教養科目群

専門科目

I群
実験調査
研究法

II-A群
基盤科目

II-B群
発展科目

III群
大学院
合併科目

専門ゼミ・卒業研究ゼミ

4  年次

3 年次

2 年次

1 年次

人間科学 教養科目
リテラシー科目

専門 基盤科目
基礎ゼミ

専門 発展科目

実験調査研究法

専門ゼミ

人間科学 基礎科目

社会人

社会人

社会人

社会人
CURRICULUM
大学院人間科学研究科への進学

高度職業人として活躍

卒業研究ゼミ

「基礎ゼミ」「スタディスキル」などの充実した基礎教育を通して、大学で学ぶ土台
を築きます。「人間科学概論」では、人間とは何かを複眼的に探究します。

探究の基盤となる能力を学びます。外国語の習得はもちろんのこと、「データリテ
ラシー」では実践的なデータ分析スキルを習得します。

領域横断的な視点や思考法の習得をめざす科目群です。「人間学」をはじめとする
文系・理系の枠組みを超えた7カテゴリ、30科目以上が設置されています。

30名の少人数クラスで、人間科学の探究に必要な実験・調査の手法を学びます。
約40の多様な手法から2～4科目を選択し、問題解決の技を磨きます。

専門性を学ぶ上での出発点となる科目です。人間科学の基盤をなす23科目が設定
されています。ミニマムエッセンスを学び、発展科目につなげていきます。

自身が解決したい課題に応じて自由に科目を選択しながら、専門性を深めます。
約200の多様な科目を自身で組み合わせ、知の体系化を図ります。

大学院での学びを先取りする科目です。人間科学研究科の最先端の研究にふれる
ことができます。

3年次から全員が少人数のゼミに所属し、4年次には卒業研究に取り組みます。
自身の地図と羅針盤を持ちながら、未来に向けた探究をめざします。

4年間の修学を支えるカリキュラムストラテジー

1 2
3

46
5

7 7つの
ポイント

学びの特色

学生自身が
「人間科学」を創造する
人間科学部の根源的な問いは
「人間とは何か」です。様々な研
究領域を俯瞰し、それらを融合
することで、未来に開かれた人
間科学の創造をめざします。

既存の学問の
枠組みを超えた探究
現代社会の複雑な問題の解決に
は、既存の学問の枠組みを超えた
探究が必要です。基礎から応用ま
で様々な科目を自由に選択しなが
ら、新たな知に挑みます。

実践的な
データ分析スキルの習得
1人1台のPCを利用して、実践的な
データ分析の手法を学びます。統
計学の基礎から、社会で求められ
る高度な分析手法まで、確実な習
得をめざします。

卒業研究を通して
「人間科学」を深める
人間科学部では全員の学生が、
探究の総仕上げとして卒業研究
をまとめます。Trial and Errorを繰
り返しながら、自身の未来をデザ
インする力を伸ばします。

少人数クラスで
研究手法を学ぶ

人間科学部のカリキュラムの特
徴の一つが「実験調査研究法」で
す。人間科学的な知の探究に不
可欠な研究手法と、仮説検証型
の科学的な思考法を学びます。

教室内外での
問題発見・解決型学習
プロジェクト型学習、グループ学
習、学内外でのフィールドワーク
など様々な授業形態を通し、問
題解決力に加え、多様な価値観
や協働性を身につけます。

グローバルな視点と
コミュニケーション

グローバル社会では、複雑な現象
を適切に表現できる言語力・外国
語能力が土台となります。少人数
教育を通して高度なコミュニケー
ション力を習得します。
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人間環境科学科
人間を主体とした「環境」という視点から
様々な環境と人間のかかわりを複合的に見つめる

人間が生活し発達する過程では、様々な「環境」を必要とします。
人間環境科学科ではその環境を広く大きくとらえ、
それを構成するあらゆる生物の生態、システム、文化、人間、
社会、心理や人間行動を学際的、複合領域的に研究しています。

環境は空間軸だけでなく、時間軸にも伸ばしてとらえる必要があります。
たとえば、地質学的、考古学的アプローチは過去の人間が環境と
どうかかわってきたかを理解するのに役立つでしょう。

  

早稲田大学  人間科学部

学びのポイントP O I N T

問題解決能力を身につけ、
さらに高度な研究へ

フィールドワークや実習で
体験的に学ぶ

環境に関する多くのテーマから主体的に
テーマを選択し、履修計画を立てることが
できます。自然をフィールドとした環境学や
生物学、人間と環境とのかかわり、社会に
ついて探求する心理学や社会学など、環境
の多面的な要素を幅広く学んでいきます。

複合領域にわたる学びを通じて、人間環境
に関する総合的な知識を習得し、取り巻く
状況を丁寧に観察し、自ら課題を見いだし
解決する能力を身につけていきます。大学
院人間科学研究科に進学すれば、さらに高
度な研究に取り組むことができます。

体験を通して学びを深め広げていきます。
人間環境科学科ではどの系にも、各地に調査
地をもち、研究する教員が多数在籍しており、
フィールドワークが豊富に用意されています。
学内での実験や調査、実験室での分析、コン
ピュータシミュレーションを行うこともできます。

多くの専門科目から主体的に
選び、学ぶ

人間環境科学科では、人と環境の相互作用に関して多様
な視点から学ぶことができます。私たちの生活の中にあ
る環境が、どのように我々と関係しているのかについて、
普段の生活の中で理解することは難しいと思います。
しかし、人間環境科学科では、学生生活や多様な分野の
学問を通じ、人と環境の相互作用について学べます。
私自身も、多様な視点で学べるという点に魅力を感じ、
数学選抜方式でこの学科に入りました。入学後は、動物

生態学に関心を持ちながら、心理学、建築学など他分野
の講義も受講しました。現在は、野生動物生態学ゼミに
属していますが、動物生態学のみに留まらず、多様な視
点で研究することができています。ゼミや授業を通し、
環境との相互作用に一層の興味を持つことができ、大学
院進学を決めました。大学院でも、人間環境科学科が持
つ多様な視点で学べる魅力を忘れずに、研究を行いたい
と思います。

人と環境の相互作用について多面的に学ぶ
人間環境科学科4年
東京都　國學院大學久我山高等学校出身
センター利用入試（数学選抜方式）

池田　陽大 さん
H a r u h i r o  I k e d a

P O I N T

01

P O I N T

02

P O I N T

03

Department of 

Human Behavior and Environment Sciences

Student's Voice
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芸術と人間の関わりを考える科学研究

福島 勲 教授
専門分野／芸術・表象文化論
　　　　　文学、映画学
　　　　　文化資源学
主な担当科目／現代芸術論
　　　　　　　フランス語基礎

  人間環境科学科 ３年  井上 瑛 さん 
熊本県　熊本高等学校出身　一般選抜（英語、国語、日本史）

生物・環境系
人間や動植物がどのようなところで生息しているか、
また地球上における資源ネットワークなどの点から、
食料・農業・環境問題にどうアプローチできるかを研
究しています。生態学、地球環境科学、大気化学、
微生物学、環境経済学、持続型地域再生論など
を専門とする教員が指導にあたります。

社会系
社会学と人類学の領域から、家族や格差、地域社会、
都市化、持続可能性など、社会的環境の様 な々問題
について研究しています。家族社会学や労働社会学、
都市社会学、アジア社会論、社会人類学、環境社会
学などを専門とする教員で構成されています。

文化系
考古学や文化、ことばの面から環境をとらえ、人と人、
人とモノの関係を研究しています。地域や社会、技術、歴
史、文化など研究テーマは多岐にわたっています。
文化人類学、社会人類学、日本考古学、移民研究、科
学史などを専門とする教員が指導にあたります。

心理・行動系
家や街、地域コミュニティなどを環境としてとら
え、その中で心や行動がどのようにつくられ、変化す
るか、そのプロセスを研究しています。建築学、環境
心理学、社会心理学、発達行動学、発達心理学など
から総合的に、環境への能動的なかかわりを検討し
ます。

人はどうして写真を撮るのか。どうして映画を観るのか。
どうして小説を書くのか……。こんな素朴な疑問から出発
して、人間がずっと昔から営んできた「芸術」や「表象文化」
を人間との関わりから考え直していきます。具体的には、
映画、小説、漫画、絵画、彫刻、詩、舞踊、演劇、写真といっ
た創作物を、単に娯楽や、審美的対象としてではなく、よ
り多面的な機能と役割をもった、生き生きとした人間科学
的な装置として再検討していきます。

コロナ禍において、芸能・芸術が当然のように「不要不急」と表現されていたことに疑問を感じた
ことがきっかけです。研究室での時間を過ごすうちに、確かに芸術はなくても生きていけるのか
もしれませんが、身近であればあるほど人間は幸せになれると考えるようになりました。今後は
『持続可能な推し活』をテーマに研究を進めたいと考えています。

ゼミ紹介 芸術・表象文化論研究室（福島 勲 教授）

ゼミの風景

瀬戸内国際芸術祭への調査合宿

生物・環境系

社会系

太田 俊二 教授
●地球環境科学、
　生物圏生態学
●地球生態系科学、
　環境シミュレーション
　実習

柏 雅之 教授
●環境経済学、
　持続型地域再生論、
　地域政策論
●地域資源論、
　環境経済学

松本 淳 教授
●環境学、大気化学
●環境化学、
　大気環境観測実習

横沢 正幸 教授
●生態系モデリング
●基礎生態学、
　生物環境物理学

風間 健太郎 准教授
●動物生態学、
　保全生態学、
　生物地球化学
●動物生態学、
　基礎生態学

八木 創太 講師
●タンパク質工学
●スタディスキル、
　データリテラシー

●森林環境科学
●ヒトと陸上生態系、
　森林科学野外実習

平塚 基志 教授

浅川 達人 教授

山田 和芳 教授

●都市社会学、
　社会調査
●社会学、都市社会学

●地球環境史学、
　自然地理学
●環境変遷史実習、
　水域環境変遷学

井上 真 教授
●環境社会学、
　森林ガバナンス論、
　東南アジア地域研究
●環境社会学、

　 アジア地域研究

武田 尚子 教授
●人口社会学、
　地域社会学、
　質的調査方法
●人口学、人口社会学

橋本 健二 教授
●社会学、階級論、
　労働社会学
●階級・階層論、
　労働社会学

谷川 章雄 教授
●考古学、
　日本考古学
●考古学、
　物質文化研究法

森本 豊富 教授
●移民研究、
　アメリカ地域研究
●Topics in Migration 
　Studies、
　アメリカ地域研究

加藤 茂生 准教授
●科学史・科学論
●科学史・科学哲学、
　中国語基礎

里見 龍樹 准教授
●文化人類学
●史学方法論、
　歴史人類学

余語 琢磨 准教授
●考古学・文化人類学、
　技術史・技術文化論
●ものづくりの技術論、
　歴史学

小島 隆矢 教授
●建築環境学、
　環境行動学
●環境行動学、
　環境心理測定法

佐野 友紀 教授
●建築学、建築計画、
　安全計画
●建築人間工学、
環境シミュレーション
実習

外山 紀子 教授
●発達心理学
●発達心理学、
　環境動機づけ論

古山 宣洋 教授
●認知科学、
　生態心理学
●身体・環境論、
　文化心理学

松尾 綾子 助教
●環境心理・生理、
　建築音響
●環境心理測定法

韓 雪 助手
●発達心理学

心理・行動系

内藤 梨沙 助教
●景観生態学、
両生類爬虫類学、
水田生態系、
希少種保全、
外来種

生物・環境系

佐藤 園子 助教
●フランス文学、詩学、
　フランス語基礎

石橋 弘之 助教
● 地域研究、
　環境社会学、
　NPO／NGO論

国吉 瑞穂 助手
●文化人類学

文化系社会系

堀越 まい 助手
●環境心理、
　各種建物種別、
　地域福祉

氏名　●専門分野　●主な担当科目

赤沼 哲史 教授
●生命の起源、
　タンパク質工学
●環境微生物学、
　環境生命化学実習

原 知章 教授
●文化人類学、民俗学
●環境人類学、
環境民俗学

福島 勲 教授
●芸術・表象文化論、
　文学、映画学、
　文化資源学
●現代芸術論、
フランス語基礎

●移民研究、
　社会運動論、
　政治社会学
●社会開発論、
　国際社会学

樋口 直人 教授

竹中 宏子 教授
●文化人類学、
　スペイン地域研究
●文化人類学、
　スペイン語基礎

松木 洋人 教授
● 家族社会学
● 家族社会学、
　現代家族論

佐藤 将之 教授
●環境心理学、
　建築計画学、
　こども環境学
●建築都市デザイン論、
　行動観察法

※印の教員は2024年3月に退職予定です。

教員紹介 D e p a r t m e n t  o f  H u m a n  B e h a v i o r  a n d  E n v i r o n m e n t  S c i e n c e sF A C U L T Y  M E M B E R S

牧野 広樹 講師
●

●

西洋史、文化学、
ドイツ文化史・文化論
ドイツ近現代史、
ドイツ語基礎

北原 卓也 講師
●文化人類学
●学生生活とセルフ
マネジメント、

　データリテラシー

佐治 伸郎 准教授
●

●

言語心理学、
言語習得
行動の発達科学、
行動観察法

山本 敦 講師
●認知科学
●基礎ゼミ、
データリテラシーStudent's Voice

人間環境科学科の

学び

learning

※

文化系

心理・行動系
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健康福祉科学科

健康福祉は人間が暮らしていく上で基本となるものです。
健康福祉科学科では、人間が身体的にも精神的にも社会的にも、
健やかで安心して豊かに暮らしていくための社会システムや支援の方法、
科学技術などを総合的、多角的に研究しています。

学生たちは各自の目標や関心にしたがって、
自分の専門を中心としながらも関連分野を総合的に学ぶことで、
深い専門性と応用範囲の広い知識と能力を身につけていきます。

早稲田大学  人間科学部

Department of 

Health Sciences and Social Welfare 健康科学・福祉科学を融合させ、
健康福祉の新たなあり方を創成していく

  

学びのポイントP O I N T

人間の生活に根ざした
理論と実践の一体化

実践に基づく指導から
得られる広い視野

健康福祉に関する学びの入り口を広く用意
しています。身体の働きや心の働き、社会
的な関係からなど、学生自らの興味にした
がって学ぶことができます。心と身体の関
係を考える、あるいは社会的支援を工学的
視点で考えるなど、重層的な学びに発展さ
せていくことも可能です。

健康福祉は人間の生活に直接かかわりま
す。そのため、現実に応用できる理論と実
践が求められます。健康福祉科学科では、
実験や制作、ニーズや効果の測定調査、カ
ウンセリングや相談援助といった実践の力
を、理論構築の力とともに身につけること
ができます。

教員の専門分野は医療や生理学、心理学、
福祉援助技術、工学など多岐にわたりま
す。企業や行政などで経験を積んだ教員も
配置されています。多分野の教員から多角
的に健康福祉を学ぶことで、専門性をもち
ながらも幅広い視野をもって活躍する力を
得ることができます。

幅広い視点から
総括的に学ぶ

P O I N T

01

P O I N T

02

P O I N T

03

  

健康福祉科学科では、医学、生命科学、工学、保健福祉
学、心理学など多角的な面から、人の健康について学ぶ
ことができます。たくさんの分野から、興味のある分野
や今まで触れたことのない分野の講義を自分で選択でき
ること、研究室で学びをさらに深めることができること
が、健康福祉科学科の魅力だと思います。卒業研究で
は、化学物質が脳の記憶機能に関わる影響を動物実験か

ら明らかにする研究を行っています。精神疾患の病態を
解明することで、人の健康に貢献できると考えています。
健康福祉科学科での学びを通して、人の健康を多角的視
点から考え、専門的に研究することの面白さや難しさを
感じています。学生としての限られた時間の中で、自ら
学びを深めていこうといった姿勢を大切に、今後も研究
に励んでいきたいと思っています。

多角的視点と専門性から人の健康に貢献する
健康福祉科学科4年
長野県　県立野沢北高等学校出身
一般選抜（英語・数学・化学）

石毛　めい さん
M e i   I s h i g e

Student's Voice
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身近なのに謎だらけの
「脳とこころ」の解明に知恵をしぼる

大須 理英子 教授
専門分野／認知神経科学
主な担当科目／ライフサイエンス研究法
 システムニューロサイエンス

 健康福祉科学科 4年  本多 主英 さん 
千葉県　県立千葉高等学校出身　一般選抜（英語・国語・日本史）

健康・生命系
人間がより健康的に生きるために不可欠な生命現象
を体系的に学びます。人間の健康を支える内的な条
件（運動や栄養、休息）と外的な条件（環境）に対す
る人間の適応や行動について、神経科学や生理学、
健康科学などの視点からアプローチしています。

保健福祉系
人間の尊厳とwell-being の実現をめざして、保健と
社会福祉に関する社会的システムのあり方や制度、
援助の方法などを研究しています。保健と福祉に関
する幅広い学びを重視し、社会において人々に貢献
できる人材の育成をめざしています。

医工人間学系
人間が健康で生きがいをもって暮らしていくため
の工学的支援の方法や、臨床現場における社会文化
的な問題の解決をめざして、臨床と科学技術を融合
させた研究をしています。医療・福祉および関連領
域の臨床現場を推進・管理する力をもった人材を育
成します。

臨床心理系
個人と環境の相互作用をふまえ、心理行動面から
健康・福祉を推進する研究に取り組んでいます。心
理学領域の対人援助職をめざす者には、本格的な教
育・訓練の場を用意しています。認知・行動療法で
は我が国有数の研究環境を有しています。

私たちは、日々得られる情報から脳内に世界のモデルを
組み立てて、未来を予測しながら行動しています。私たち
の意識にのぼらない情報が、意思決定や気分・情動に大
きく影響していることもわかってきました。当研究室で
は、脳を情報処理装置ととらえ、脳とこころ、さらに身体に
アプローチします。脳活動や生理指標の計測、行動実験
や非侵襲脳・神経刺激といった実験やシミュレーションな
ど、さまざまな手法とアイデアで、最も身近な未知の世界
にチャレンジします。

神経活動を測定して認知の過程を明らかにする試みに興味があり、大須研究室を志望しました。
私たちは3年生の段階で、自分達で決めたテーマに関する実験や脳波解析を行なっていて、班活
動として「音声の共感」を調べています。やりたいことを行動に移せる環境が整っている点がこの
研究室の魅力だと思います。

健康福祉科学科の

学び

ゼミ紹介 認知神経科学研究室（大須 理英子 教授）

運動制御実験@秩父2019所沢から世界へ繋がるゼミ

実験装置を身に纏ってみた

健康・生命系

医工人間学系

臨床心理系

鈴木 伸一 教授
●医療心理学、
　職場メンタルヘルス学
●健康・医療心理学、
　ケースフォーミュレーション

教員紹介F A C U L T Y  M E M B E R S D e p a r t m e n t  o f  H e a l t h  S c i e n c e s  a n d  S o c i a l  W e l f a r e

大須 理英子 教授
●認知神経科学
●ライフサイエンス研究法、
　システムニューロサイエ
　ンス

榊原 伸一 教授
●神経科学、神経発生、
　分子生物学、組織学、
　神経解剖学
●ブレインサイエンス、
　ライフサイエンス研究法

千葉 卓哉 教授
●基礎老化学、実験病理学、
　抗加齢医学、分子生物学、
　神経化学、分子腫瘍学
●エイジングサイエンス、
解剖学

永島 計 教授
●医療福祉科学
 （生理学、神経科学、
　外科学）
●生体環境の生理学、
生理学

近藤 嘉高 講師
●生化学、栄養学、
　基礎老化学
●エイジングサイエンス、
　学生生活とセルフ
　マネジメント

ユウ ヘイキョウ 教授
●医療経済学、 
　医療評価科学
●予防医療の科学的意義、
　健康教育の理論と実践

内田 和宏 講師
●社会福祉学
●社会福祉現場実習指導、
　社会福祉演習

原 太一 教授
●食品科学、健康科学、
　応用分子細胞生物学
●フードアンドライフサイエンス、
　ライフサイエンス入門A
　（遺伝子と物質）

上鹿渡 和宏 教授
●子ども家庭福祉、
　児童精神医学
●社会福祉概論、
　子ども家庭福祉論

岩崎 香 教授
●ソーシャルワーク、 
　障害者福祉
●社会福祉援助技術
　総論、
　保健福祉制度

　

　

前橋 明 教授
●子どもの健康福祉学、
　幼児体育、福祉教育
●子どもの健康福祉学、
　健康福祉指導法

川村 顕 教授
●社会保障分野の実証分析、
政策評価　

●現代社会と福祉、
社会保障論

古山 周太郎 准教授
●地域福祉
●地域福祉論

大島 千帆 准教授
●高齢者福祉、
福祉住環境

●老年学、
ソーシャルワーク論

松原 由美 教授
●医療介護福祉経営・
　政策
●健康福祉マネジメント論、
福祉サービスの組織と
経営

巖淵 守 教授
●生活支援工学、
　支援技術
●生活支援工学、
　健康福祉工学

扇原 淳 教授
●社会医学、
　健康情報学
●社会予防医学、
　疫学・保健福祉情報
　分析法

小野 充一 教授
●緩和医療学
 （臨床死生学、小児外科学、
　臨床腫瘍学）
●臨床死生学、
　医学と医療の歴史

掛山 正心 教授
●環境脳科学、
　予防医学
●環境医科学、
　脳の人間科学

河手 典彦 教授
●リハビリテーション
　医学（外科学、呼吸器
　病学、腫瘍学）
●人体の構造と機能
　及び疾病、救急医学

内 琢也 教授
●ヘルスプロモーション
  （内科学、心身医学、
　医療人類学）
●
　
生活習慣病の人間科学、
医療人類学

村岡 慶裕 教授
●リハビリテーション
　科学、生体計測
●医療福祉機器創出論、
健康福祉工学

森岡 正博 教授
●現代哲学
●バイオエシックス、
　生命の哲学と倫理

岡崎 善朗 准教授
●健康福祉産業学、
医用工学

●健康福祉産業論、
ものづくり設計演習

蓜島 旭 講師
●動物心理学、
　行動毒性学
●スタディスキル、
データリテラシー

熊野 宏昭 教授
●行動医学
●行動医学、
　ケースフォーミュ
　レーション

嶋田 洋徳 教授
●行動臨床心理学、
　認知行動療法
●認知行動療法、
　行動臨床科学研究法

井合 真海子 准教授
●臨床心理学、
　認知行動療法、
　パーソナリティ障害
●心理学的支援法、心理実習

大月 友 准教授
●行動分析学
●行動分析学、
　行動臨床科学研究法

田山 淳 教授
●臨床心理学
●神経・生理心理学、
　精神疾患とその治療

桂川 泰典 准教授
●学校カウンセリング学、
　発達障害
●臨床心理学概論、
　心理発達検査法

橋本 塁 准教授
●臨床心理学、
認知行動療法

●行動臨床科学研究法、
心理実習
　

●応用行動分析学、
　発達心理学、学習心理学
●障害者・障害児心理学、
　心理発達検査法

大森 幹真 准教授

健康・生命系 保健福祉系 臨床心理系
矢野 敏史 助教
●食品分子機能学、
栄養遺伝学、
有機化学、
分子生命科学

西中 宏吏 助教
●臨床心理学、
司法・犯罪心理学、
司法精神保健

助教

●心理演習

山田 晴也 
●分子神経科学、
神経発生、
神経解剖学、
分子生物学

●ブレインサイエンス

助教海老澤 圭視 中村 涼 助手
●社会福祉学
●福祉行財政と福祉計画

●哲学
町田 規憲 助手
●認知行動療法

医工人間学系

※印の教員は2024年3月に退職予定です。

氏名　●専門分野　●主な担当科目

※ ※

●臨床心理学、
医療心理学

●心理演習

畑 琴音 助教

●認知行動療法
●公認心理師の職責、
　関係行政論

高橋 恵理子 講師

Student's Voice

learning
保健福祉系

岡安 朋子 准教授
●社会福祉学
●社会福祉演習、
社会福祉現場実習
指導
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人間がかかわることで生まれる情報、そのプロセスを
科学的に分析し、情報を豊かに生み出す環境を追究する

学びのポイントP O I N T

情報を創造する場を
デザインする

専門性と学際的知見を
備えた教員

授業形態は、専門に応じて多岐にわたりま
す。講義や文献購読とともに、人を対象と
した室内実験や、シミュレーター実験、ロ
ボットやアプリの開発、フィールドで用いら
れる情報活用方法の学習、海外で学校など
を視察して情報活用の国際比較をする授業
などもあります。

情報の創造は人と人が出会うことに始まり
ます。テレビゲームや学校、スマートフォ
ンなどは、人と人がかかわる場とみること
ができますが、人間情報科学科ではそのよ
うな場を分析したり、デザインしたりする
力を身につけることができます。

教員の専門領域は「情報」をキーワードと
して認知、教育、工学、心理など、幅広い
分野に及びます。各教員は自分が所属する
領域を越え、他領域にも拡がる研究を行っ
ており、専門性の高さと学際性が「複合的
にとらえる」という人間科学の理想を実現
させる教育環境をととのえています。

専門分野に応じた
多角的な授業形態

P O I N T

01

P O I N T

02

P O I N T

03

人間情報科学科

人が人やモノとかかわる際に生まれる接面（インタフェース）を
行き来するものを情報としてとらえ、
それが生まれるプロセスの分析から、
それをつくり出すシステムのデザインまでを
科学的に研究しています。

人と人との情報伝達の方法、媒体となる道具、
コミュニケーションの中で生まれる心理変化など、
多様な側面から情報にアプローチしています。

実践的な研究とともに、経験豊富な教員たちが
最新の設備を活用して指導にあたっています。

  

早稲田大学  人間科学部

「情報」と聞くと、皆さんは何を思い浮かべますか？
入学前の私はきっと「デジタルデータ」をイメージした
ことでしょう。しかし、瞬きや座るという動作なども
「情報」です。人間を取り巻く多様な「情報」に学問の
垣根を超えて切り込む。そして実社会への応用までも追
究していく。これが人間情報科学科です。私は、学問分
野にとらわれることなく「人間」を探究したいという想
いで本学科への入学を決めました。大学生活を送るうち

に、日常の小さな「なぜ」やワクワクが増えました。
これは、日常生活と密接に関わり合っている学問を、本学
科で学んできたからだと確信しています。今後は生態心
理学ゼミで、室内環境や個人のパーソナルスペースなど
の人間の行為の要因について研究していきたいと考えて
います。持ち前の好奇心と本学科で得た多角的な視点を
活かして研究を楽しんでいきたいです。

日常の小さな気づきが、
「情報」を多角的に追究するヒントになる。

人間情報科学科4年
広島県　広島女学院高等学校出身
センター利用入試（センターのみ方式）

山本　莉子 さん
R i k o  Y a m a m o t o

Department of 

Human Informatics and Cognitive Sciences

Student's Voice
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劇場から人間の「楽しみ」を理解し、
社会をデザインする

野村 亮太 准教授
専門分野／認知科学
主な担当科目／心理学概論
 劇場認知科学

 人間情報科学科　4年生

一般選抜（英語・国語・日本史）

情報科学系
コンピュータサイエンス理論の人間科学
への応用、デジタルメディアによる情報
の表現方法などを研究しています。情報
科学、計算機科学、情報コミュニケー
ション科学など、幅広い理論と実践につ
いて学ぶことができます。

認知科学系
環境から得た情報を人間がどう処理し
行動していくかというプロセスを、脳内
での情報処理も含めた基礎的側面と、
その応用的側面から研究しています。認
知科学や情報工学などを専門とする教
員が指導にあたります。

人間工学系
周辺環境と人間の接点をヒューマン・イ
ンタフェースという立場から研究し、人間
にとって快適な生活を保障する情報制御
のあり方を追求します。人間工学や生活
支援工学などを専門とする教員が指導し
ます。

コミュニケーション学系
言語という情報を利用した、人間と社会
や環境とのかかわりを、応用言語学や心
理行動学、メディアコミュニケーションな
どの視点から研究しています。ノンバー
バル（非言語）コミュニケーション研究も
この系に含まれます。

人間は楽しみを再生産する場として劇場を創出
し、今日まで受け継いできました。劇場では，演
者と観客、観客どうしの相互作用を通して、他に
はない強い快体験を味わうことができます。本研
究室では、こうした劇場での認知・体験過程を心
理実験や数値実験で明らかにします。感性論を超
えた実証研究から、パフォーマンスが観客を楽し
ませる仕組みに迫ります。また、生理指標に基づ
く創作支援やCMの好意度予測など、実社会へ向
けた応用研究も行っています。

趣味のライブ鑑賞で感じた一体感という感情のメカニズムを数値化して明らかにしたいと考え、野村ゼミに入りました。
野村ゼミでは先生対ゼミ生にとどまらず、ゼミ生どうしでも頻繁に意見を交わしてそれぞれの研究を高め合っています。
研究を通して、人々のライブ鑑賞経験をより豊かにする実用的な手段を探していきたいです。

ゼミ紹介 劇場認知科学研究室（野村 亮太 准教授）

ドローイング授業の参与観察

※ドローイング授業とは、主観的素描で作者の心象を表現する体験型授業のことです。

屋外環境での姿勢検出テスト

教員紹介F A C U L T Y  M E M B E R S D e p a r t m e n t  o f  H u m a n  I n f o r m a t i c s  a n d  C o g n i t i v e  S c i e n c e s

氏名　●専門分野　●主な担当科目

金子 孝夫 教授
●情報コミュニケーション
　科学、キャリア・デザイン
●マルチメディア、
　情報コミュニケーション
　科学

情報科学系

平山 健人 助教
●意思決定、
　スポーツパフォーマンス
　神経生理、
　リハビリテーション科学
●ライフサイエンス研究法

栗原 勇人 助手
●認知神経科学　

　

村野 良太 助手
●人間工学

認知科学系 人間工学系 教育工学系

教育工学系

コミュニケーション学系

菊池 英明 教授
●言語情報科学、人工知能、
ヒューマンインタフェース

●言語情報科学、
人間計測・人間情報
モデリング

金 群 教授
●計算機科学、
　情報システム学
●ヒューマンコンピュータ
　インタラクション、
　情報システム入門

西村 昭治 教授
●教育情報科学
●情報社会及び
情報倫理

松居 辰則 教授
●感性情報科学、知識情報科学、
　人工知能、教育工学
●人工知能論、
　人間計測・人間情報
　モデリング

三嶋 博之 教授
●生態心理学
●生態心理学、
　心理学実験

杉森 絵里子 准教授
●認知心理学
●知覚・認知心理学、
　日常記憶心理学

三浦 哲都 准教授
●認知心理学
●心理学実験、
　パフォーマンス認知
　科学

百瀬 桂子 准教授
●生体情報工学、
　生体信号解釈
●感覚情報工学、
　人間計測・
　人間情報モデリング

川  弥生 講師
●認知心理学
●データリテラシー、
調査データ分析法

　

加藤 麻樹 教授
●安全人間工学
●人間工学、
　心理学実験

倉片 憲治 教授 藤本 浩志 教授
●ヒューマン・マシン・システム、
　ヒューマン・インターフェース
●ものづくり設計演習、
　生活支援工学

　

井上 典之 教授
●教育心理学、
　教育研究法、
　教師教育学
●教えることの科学、
教育イノベーション論

向後 千春 教授
●インストラクショナル
　デザイン
●インストラクショナル
デザイン、
生涯学習と成人教育学
　

保﨑 則雄 教授
●言語教育方法論、メディア・
　コミュニケーション研究、
　教材開発研究
●メディアコミュニケーション学、
　 Media Production Studies

関根 和生 准教授 杉本 清香 講師
●人文社会情報学、
　英語教育
●Academic Reading、
　英語圏文化概論

●発達心理学、
　心理言語学、
　認知心理学
●心理学概論、
　非言語行動論

スコット ダグラス 教授
●コミュニケーション、
　異文化コミュニケーション
● Intercultural
Communication、
英語圏文化概論 

　

認知科学系

人間工学系

森田 裕介 教授
●教育工学、科学教育
●情報メディア教育論、
　教育工学

浅田 匡 教授
●教育実践学、教育工学、
　教育心理学
●心理教育学、
　アクションリサーチ

●認知科学
●心理学概論、
　劇場認知科学

野村 亮太 准教授

尾澤 重知 教授
●教育工学、知識科学
●学習環境デザイン、
　情報社会における
　キャリアデザイン

杉澤 武俊 准教授
●心理統計学、
　教育測定論
●教育のアセスメント理論、
　教育データ解析論

●教育工学、企業内人材育成、
経験学習・内省支援、
質的研究

●データリテラシー、
学生生活と
セルフマネジメント

廣松 ちあき 准教授

●加齢人間工学、
　聴覚心理学
●加齢人間工学、
心理学実験

教育工学系
教育という分野の中で、人間が成長過
程で情報とどうかかわり利用していく
か、さらにウェブを利用した通信教育
が教育の質をどう変えていくかを、教
育工学や情報工学、教育心理学などの
視点から研究しています。

人間情報科学科の

学び

learning

Student's Voice

※印の教員は2024年3月に退職予定です。

※

肥田 拓哉 講師
●産業人間工学、
　インダストリアル・
　エンジニアリング
●産業人間工学、人間計測・
　人間情報モデリング研究法

牧野 遼作 准教授
●認知科学
●人間情報科学概論、
　データリテラシー

門田 圭祐 講師
●認知科学
●学生生活と
　セルフマネジメント、
　データリテラシー

南口 拓巳 助手 
●実験心理学

梁 辰 助教
●知覚音声学、
　音響音声学、
　実験音声学
●加齢人間工学

福島 由衣 助教
●認知心理学
●スタディスキル、
　データリテラシー
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頑張るあなたを応援する
早稲田大学の奨学金制度

世界に羽ばたく早大生を強力にバックアップ
多彩なニーズに応える留学プログラムを用意

留学制度 奨学金

上野 真穂 さん

人間環境科学科 3年
神奈川県　山手学院高等学校出身
一般選抜
（英語、国語、日本史）

自分から動かなければ何も始まらない「行動する力」

早稲田大学学生部
奨学課

日本トップクラスを誇る充実度　
早稲田大学独自の奨学金（学内奨学金）

日本学生支援機構・民間団体奨学金

受験・合格発表前に奨学金採用が内定

（学外奨学金）

https://www.waseda.jp/inst/scholarship/

早稲田大学では、安心して大学生活を送れるよう、多種多様な奨学金制度を用意
しています。各種奨学金制度の詳細は、本学奨学課のWebサイトをご覧ください。

早稲田大学
留学センター

https://www.waseda.jp/inst/cie/

各種留学プログラムの詳細は、本学留学センターのWebサイトをご覧ください。

主な学内奨学金

めざせ！
都の西北奨学金

名称 詳細 給付額

一都三県（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）以
外の出身者を対象に、受験前、合格者発表前に
奨学金採用が内定

650,000円（年額） 
（ただし高等教育の修
学支援新制度との併
給者は150,000円）

紺碧の空奨学金 児童養護施設、里親施設等入居者または出身者
に向けた就学支援を行う

入学検定料、入学金、
授業料などを免除、
上限月額9万円を給付

人間科学部奨学金
人間科学部教職員有志および一般篤志家からの
寄付からなる奨学金。家計状況、学業成績、人物
の総合的評価により選考

330,000円（年額）

大学院修士課程
奨学金

博士後期課程進学も視野に入れて、人間科学的
な学融合研究に取り組む学生を支援
大学院人間科学研究科修士課程に内部選抜に
より進学する学部4年生を対象として選考

600,000円（年額）
修士課程進学時に
給付

大隈記念奨学金 成績上位者から学部で選考（奨学金登録は不要） 400,000円（年額）

学外奨学金

日本学生支援機構奨学金
】子利無【 」種一第「

名称 給・貸 奨学金額

貸与

学部自宅生：20,000円、30,000円、40,000円、
　　　　　  54,000円から選択（月額）
学部自宅外生：20,000円、30,000円、40,000円、
　　　　　　 50,000円、64,000円から選択（月額）

日本学生支援機構奨学金
】子利有【 」種二第「 貸与 20,000円～120,000円から選択（月額）

団体によって異なる民間団体奨学金 給付・貸与

主な派遣留学プログラム

Double Degree Programs（DD）

プログラム種類 概要 期間

早稲田大学の学位に加え、海外名門大学の学位も取得可能。 1年、1.5年、2年

1年または1セメスターExchange Programs（EX） 現地の学生と共に通常科目を履修。留学先大学の学費は原則免除。

1年または1セメスターCustomized Study Programs（CS） 留学先が早稲田生のために定めるカリキュラムに参加。

1週間～2カ月程度短期プログラム 海外経験がない方も気軽に参加可能。インターンシップ型プログラムやフィールドワーク
プログラムも用意。

1年または1セメスター箇所間協定プログラム

人間科学部が独自に協定を結んでいる海外大学への留学。人科での学問研究を土台と
して、自身の学びをより深化させたい方へ。（出願・選考は学部で実施）

2022年2月～6月(4ヶ月間)
カナダ・ブリティッシュコロンビア大学に
CS-Lプログラム留学

POINT 留学のポイント POINT

POINT

01

POINT

02

POINT

03

奨学金・学費のポイント

早稲田大学は、世界87か国、589の大学・機関と協定を結び、早稲田大学の正規学生を送り出す海外
留学プログラムを充実させています。本学留学センターが中心となり、将来の目標、留学目的、カリキュ
ラム、費用等に応じた多種多様な留学プログラムを用意しています。プログラムによっては、入念な学
修計画と高い目的意識があれば、留学をしながら４年間で人間科学部を卒業することも可能です。 早稲田大学が設置している学内奨学金は、おおよそ100種類。そのすべてが返

済不要の【給付】奨学金です。これら学内奨学金は、主に「受験・合格発表
前に採用が内定するもの」と、「在学中（入学後）に採用決定するもの」に分
けられます。人間科学部においても独自の学内奨学金を用意し、在学中から大
学院進学後まで幅広くカバーしています。

経済的理由により早稲田大学への進学を断念することがないよう、入学試験の
出願前または出願期間中に奨学金を申し込み、書類選考を経て、受験・合格
発表前に入学後の奨学金採用を内定する予約採用給付奨学金を設けています。

学外奨学金（日本学生支援機構や民間団体等）との併用が可能となっています。
早稲田大学では学内奨学金のほか、日本学生支援機構が提供する奨学金、
民間団体による奨学金が多数用意されており、学内奨学金との併用が可能で
す。それぞれの奨学金によって、給付・貸与の別、奨学金額、出願資格、
選考基準などが異なりますので、詳しくは奨学課までお問い合わせください。

入学と同時に新型コロナウイルスが流行し、大学生になった実感を
得られないままなんとなく日々を過ごすようになっている状況に危機
感を覚え、何か唯一無二となるような経験がしたいと考え、短期留
学を決断しました。留学先としてバンクーバーを選んだのは、英語を
母国語とする人のみではなく、様 な々国を故郷に持つ人々が多くいる
ため、４ヶ月間という短い間でも多様な文化に出会い経験を積むこ
とができるのではないかと考えたからです。実際に、町を歩いてい
ると英語だけではない色々な言語が聞こえてきました。また、留学
先では行動力の大切さを改めて学びました。学校では現地の人に話
しかけなければならない授業が何度もあり、自ら行動することが何
度も求められました。自分で行動することでこの留学の充実度が大
きく変わったと思っています。ホームステイ先が３度も変わったりと
困難なこともたくさんありましたが、留学での自分で行動し現状を変
えていった経験は今後も活かしていきたいです。

■人間科学部　箇所間協定プログラム　協定校一覧
●中国　長安大学　●中国　浙江中医薬大学　●カザフスタン　アルファラビ・カザフ国
立大学・東洋学部／同研究科　●スペイン　バルセロナ自治大学・翻訳／通訳学術院　●
ドイツ　デュッセルドルフ大学・現代日本学研究所　●ドイツ　フランクフルト応用科学
大学　●タイ　パンヤーピワット経営大学・リベラルアーツ学術院

バンクーバー・ダウンタウンの蒸気時計

イングリッシュ・ベイの夕焼け

Student's Voice



19 20

人間科学部・健康福祉科学科の学
生が所定の科目を履修することに
よって社会福祉士の国家試験受験
資格を得ることができます。
「社会福祉士」とは身体上・精神
上の障がいがある人に対して、日
常生活の助言・指導・援助を行う
専門家の国家資格で、高齢社会を
迎えている今、非常に注目されて
います。

人間科学部では学科によって取得で
きる教員免許状が異なりますが、
「認定心理士」「社会調査士」「公
認心理師（国家試験受験資格の一
部）」の資格は全学科で取得できま
す。この他にも「図書館司書」「博
物館学芸員」などの資格も取得可
能です。なお、それぞれの資格を
取得するためには在学中に所定の科
目を履修する必要があります。

人間科学部の3学科を基盤とする8つの研究領域および１年制
の「教育臨床コース」のいずれかに所属しながら、それらを
横断する多彩な講義科目や演習を幅広く履修し、人間総合科
学の全体像を学際的に把握したうえで専門的な研究を深めま
す。また、海外を含む学外でのフィールド調査・実習の機会
も数多く設けられています。

人間科学部卒業見込者（「3年卒業制度」適用者含む）は、大学
院人間科学研究科修士課程（2年制）への内部選抜入学試験の
出願資格が与えられます。内部選抜入学試験を利用すること
で、4年次春に進路を確定し、専門分野をより深く研究していく
ことができます。また、学部での学修状況や修士課程での研究
計画により、給付型奨学金を利用することもできます。

  ● 中学校教諭一種免許状（社会）
● 高等学校教諭一種免許状（地理歴史）

● 高等学校教諭一種免許状（公民）

● 認定心理士

● 社会調査士

● 公認心理師（国家試験受験資格の一部）

● 高等学校教諭一種免許状（福祉）

● 社会福祉士（国家試験受験資格）

● 第一種衛生管理者

● 認定心理士

● 社会調査士

● 公認心理師（国家試験受験資格の一部）

● 中学校教諭一種免許状（英語）

● 高等学校教諭一種免許状（英語）

● 高等学校教諭一種免許状（情報）

● 認定心理士

● 社会調査士

● 公認心理師（国家試験受験資格の一部）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

人間環境科学科 健康福祉科学科 人間情報科学科

心理職で
初の国家資格

「公認心理師」の国家試験受験資格を取得できます

資格の取得 社会福祉士（国家試験受験資格）

早稲田大学の同窓会組織である「早稲田大学校友会」。
会員数は67万人を数え、母校支援をはじめ、卒業後の皆さんの親睦・人脈形成支援を
行っています。

http://www.wasedaalumni.jp

早稲田大学
校友会

「人間」を基点とする複合的・横断的アプローチで
地球社会の課題解決に挑みます

入学金・学費等（2024年度入学者1年次） 大学院進学

早稲田大学校友会

取得可能な資格

納入期

入学時

秋学期

計

入学金

200,000

－

200,000

学　費

初年度
授業料

732,500

732,500

1,465,000

初年度
合　計

947,500

747,500

1,695,000

諸会費

学生
健康増進
互助会費

1,500

1,500

3,000

実験
実習料

13,500

13,500

27,000

※当学の学部、大学院、専攻科の在学生、卒業生、修了生、または退学者が入学する場合、入学金が免除されます。

■ 地域・地球環境科学研究領域
■ 人間行動・環境科学研究領域
■ 文化・社会環境科学研究領域

■ 健康・生命医科学研究領域
■ 健康福祉科学研究領域
■ 臨床心理学研究領域
■ 修士課程1年制・教育臨床コース

■ 感性認知情報システム研究領域
■ 教育コミュニケーション情報科
　 学研究領域

人
間
科
学
部

大
学
院 

人
間
科
学
研
究
科

 

健康福祉科学科

人間情報科学科

人間環境科学科

人間を中心においた総合科学を形成することで科学技術の飛躍的な進歩のなかで失われた人間性を回復し、
人間と環境の調和や心身の健康の維持増進、感性やコミュニケーションの探究を通して生活の質の向上に貢献すること。
それが、早稲田大学大学院人間科学研究科が掲げる使命です。
そのため相互に連携する８つの研究フィールドと1つのコースを設け、
人文・社会・自然科学をまたぐ複眼的な視点から現代社会の
諸問題に切り込む体制を築いています。大学院としての人間科学は世界的にも希少な先端領域です。
その先進性と早稲田大学の総合性・独創性を活かし、人間総合研究センターのプロジェクト研究とも協働しながら、
世界を舞台に活躍する研究者・実践家を養成しています。
2022年9月より、英語のみで修士学位を取得できる
「Educational Innovation and Communication Studies（通称：EDICS）」を新設しました。
教育イノベーションやコミュニケーションの実践に強い興味を持つ学生が世界中から集い、
理論と現場をつなぐ方法論やリサーチスキルを人間科学の観点から探求します。

「8領域+1コース」の学際性と実践力 大学院人間科学研究科への内部選抜入学について

人間科学部では、心理職初の国家資格となる「公認心理師」の国家試験受験資格を得るために必要な科目を独自
に用意しており、すべての学科（通信教育課程を除く）が対応しています。公認心理師の国家試験受験資格を取得
するためには、学部において所定の科目を履修し卒業した後、大学院に進学し、大学院でも所定の科目を履修し修
了するか、文部科学大臣及び厚生労働大臣が別に定める施設で所定の期間の実務経験を経る必要があります。
大学院人間科学研究科もまた、公認心理師に完全対応しています。人間科学部から人間科学研究科への内部進
学においては、学部での学修状況により内部選抜入学制度を利用できます。

（単位：円）



早稲田大学では単なる就職活動支援に
とどまらない長期的視野に立ったキャリ
ア支援をめざしています。入学時から
のキャリアビルドセミナー、インターン
シップなどのキャリア形成支援や、就
職ガイダンスなどの就職支援、また、
キャリアガイドブック、メールマガジン
などの情報提供を柱に、各種ガイダン
スやプログラムを実施しています。

キャリアセンターではオンラインによる
「キャリア・就活個別相談」を実施して
おり、非常に多くの学生が利用していま
す。将来や就職に関する不安や悩み
は、些細なことでも低学年から相談
ブースを積極的に利用してください。
また、秋には、各業種の内定者が学
生キャリアアドバイザーとして相談に応
じています。

　

綱川 みずき さん

各種ガイダンス・プログラム 進路相談を常時実施

キャリアとは、進路を中心に自分の人生を設計すること。
現代では、主体的に自身の目標や課題に取り組む姿勢がより一層必要とされます。
学生の一人ひとりが自身の将来を切り拓いていくために、
幅広いプログラムを用意して万全のサポートを行っています。 https://www.waseda.jp/inst/career/

早稲田大学学生部
キャリアセンター

りそなグループ／（株）ＮＴＴデータ／みずほ証券（株）／（株）ＪＴＢ／
国家公務員総合職／富士通（株）／東京都職員Ⅰ類／（株）日立製作所／
（独）国際協力機構（ＪＩＣＡ）／航空管制官／外務省専門職員／双日（株）／
（株）三井住友銀行／有限責任あずさ監査法人／日産自動車（株）／
日本ＩＢＭ（株）／古河電気工業（株）／東急（株）／ＫＤＤＩ（株）／
ＪＲ西日本（株）／（株）電通／明治安田生命保険（相）

楽天グループ（株）／（株）キーエンス／ソフトバンク（株）／凸版印刷（株）／
損害保険ジャパン（株）／雪印メグミルク（株）／東京海上日動火災保険（株）／
大和証券（株）／特別区（東京23区）職員／（株）静岡銀行／
三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券（株）／積水ハウス（株）／
（株）日清製粉グループ本社／江崎グリコ（株）／日清オイリオグループ（株）／
味の素（株）／（国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）／
（株）ＫＡＤＯＫＡＷＡ／シャープ（株）／日本電気（ＮＥＣ）（株）／
日本生命保険（相）／野村不動産（株）

（株）ＪＣＢ／（株）三菱ＵＦＪ銀行／アクセンチュア（株）／（株）ＮＴＴドコモ／
国税専門官／三井金属鉱業（株）／住友生命保険（相）／
阪急阪神ホールディングス（株）／ヤフー（株）／（株）リクルート／
ＰｗＣコンサルティング（同）／（株）野村総合研究所／（株）日本政策金融公庫／
三菱電機（株）／パナソニックホールディングス（株）／（株）日立製作所／
出光興産（株）／本田技研工業（株）／（株）スクウェア・エニックス／
（株）サイバーエージェント／（株）博報堂／ＮＴＴ東日本（株）

主な就職実績

主な就職実績

主な就職実績

人間環境科学科

人間情報科学科

人間科学部を選んだ理由
理科の授業や実験が大好きだった高校生の私にとって、学術的
な研究が出来る「大学」という場は、どの学部や学科も魅力的
でした。中でも人間科学部は文系理系の垣根がなく入学後も幅
広い分野の学問が学べることを知り、ここで自分の好奇心を育み
ながら、本当にやりたい研究に出会い、真摯に取り組んでいきた
いと思い、人間科学部を選びました。

なぜこの仕事を選んだのか
大学で学んだ研究を生かして世の中に届くモノづくりがしたいと思
い、生活に身近な商品を扱う企業の研究職を志望しました。就職
活動を通じて様々な企業を知る中で、生活者起点のモノづくりを
大切に、常に新しい革新を志す企業理念に共感し、幅広い商品
を通して多くの消費者に寄り添えるのではと考え、今の仕事を選
びました。

学生時代での学び
学部・大学院で所属した研究室では体温調節を中心とした環境
生理学について学び、熱中症発症メカニズムの解明をゴールとした
研究課題に取り組みました。専門的な知識だけでなく、研究を通
じて得た論理的思考は今の仕事でも役立っています。また自身の
専門分野に関わらず、人間科学部で幅広い学術分野を勉強したこ
とで、広い視野を持つことが出来るようになったと感じています。

最後に
人間科学部での生活は、様々な学問を学び、多くの先生方や友
人と交流し、自分自身とも向き合い、新たな出会いと発見の連続
でした。自分の興味を深めながらも沢山の刺激がある環境で過
ごしたことで、客観的・多角的な視点を持つことが出来ました。
これはどの仕事に就いても大切なことだと、社会人になって改め
て実感しています。人間科学部で皆さんが新しい出会いに巡り合
えることを願っています。

人間科学部を選んだ理由
高校時代、陸上部に所属していて早稲田にあこがれたのが最初の
きっかけです。その後、受験勉強を進めていく中で、さまざまな
学問に興味を持つようになりました。進学先を選ぶのに、分野を
１つに決めきれず、横断的に学べる人間科学部に興味を持って進学
先に選びました。１つのことを専門的に学んだほうがいいかもしれ
ない、と悩みもしましたが、振り返ると自分に合っていたと思います。

なぜこの仕事を選んだのか
就職活動は、迷いに迷いました。「自分は、どんな企業に勤める
のが合っているのだろう…」。自問自答を繰り返していた時、友人
の誘いで新聞社に関心を持ちました。新聞を読むのが好きだった
のに加え、いろいろな人の話に耳を傾け、社会に問題を提起する
という記者の仕事をしてみたいと考えて志しました。

学生時代での学び
日本考古学を学び、発掘調査に参加できたことが大きな財産で
す。実際に遺跡に立って手と足を使って掘り進めることは、本を
読むだけでは得られない経験でした。
もう一つ大事に感じる学びは、指導教授から「仮説を持つこと」
の大切さを教わったことです。事象の原因を考える時、自分なり
の仮説を立てて調べる。これは、報道はもちろん、どんな仕事に
も当てはまると思います。

最後に
人間科学部の面白さは、多彩な学問を学べる点にあると思いま
す。わたしの友人の専攻も文化人類学・心理学・人間工学など、
バラエティー豊かでした。当時は気づきませんでしたが、20歳前
後で異なる学問の話を聞けたのは貴重な経験です。一生の友人
も作れました。そういった面でも得がたい経験ができる学部だと
思います。

入社時は研究開発部門生物科学研究所に配属となり、ヘルスケア
領域の基盤研究を担当。 その後ヘルス＆ウェルネス研究所に
異動し、現在は機能性表示食品の開発や社会の健康課題解決に
繋がる新たな価値提案を目指す研究を行っています。

2015年　人間科学部　健康福祉科学科　卒業
2017年　大学院人間科学研究科修士課程　修了
花王株式会社 ヘルス＆ウェルネス研究所 勤務

松崎 敏朗 さん

朝日新聞社のメディアデザインセンター編集第2部で次長を
しています。 弊社では、新しいウェブメディアの立ち上げを進め
ています。 私が所属する部署では4つのメディアを運営しており、
このうち2つを担当しています。

2003年　人間科学部　人間健康科学科　卒業
2005年　大学院人間科学研究科修士課程　修了
株式会社 朝日新聞社 勤務
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進路実績 3学科それぞれに、さまざまな職種への将来像

キャリアサポート

健康福祉科学科

情報通信
18.0%

大学院進学など
15.3%

公務員
6.0%

メーカー
8.2%

専門サービス
10.9%

その他
4.9%

不動産・建築
5.5%

マスコミ・出版
4.9%

商業2.7%

エネルギー 2.2%

旅行・観光・運輸4.9%

教育2.2%

金融・保険
12.0%

非営利1.1% 自営業0.5%
医療・介護・福祉0.5%

業種別
進路比率

業種別
進路比率

大学院進学など
17.1%

情報通信
20.7%

金融・保険
13.0%

専門サービス
12.4%

メーカー
9.8%

公務員
5.7%

医療・介護・福祉
0.5%

マスコミ・出版
6.2%

商業2.1%
不動産・建築2.6%

旅行・観光・運輸1.6%
非営利1.6%
自営業1.0% その他5.7%

業種別
進路比率

情報通信
25.6%

大学院進学など
14.6%

専門サービス
18.9%メーカー

9.8%

金融・保険
7.3%

マスコミ・出版
6.1%

その他
4.9%

公務員1.8%

商業3.0%
教育2.4%

旅行・観光・運輸1.2%
不動産・建築0.6%

自営業1.8%
エネルギー 1.8%

21 22
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緑豊かな自然とアカデミックな校舎群が調和し、都心とはまた違った早稲田の一面を感じることができます。
各種の実験・実習設備を備え、環境対策にも力を入れており、自然環境調査室を設置しています。
ゼミ室などを備えた所沢学生共同利用棟や、図書館、学生食堂なども完備しています。

図書館03 アクティブラーニング教室05ラーニングコモンズ04

100号館212教室06 101号館1階心理相談室07 所沢学生共同利用棟（サークル棟）08

早稲田大学生協所沢店購買部10保健センター所沢分室09 学生食堂11

所沢キャンパス

最先端施設と自然が調和する知的な空間

01

イラスト=青山邦彦
　　　　（1989年理工学部卒、1991年工学研究科修了）

100号館01

壁面の有機的な重なり合いに
よって構成された100号館は日本
芸術院賞など、数々の賞を受賞し
ました。建物全体に若々しい躍動
感・生命感があふれており、自然
環境とも美しく調和しています。 101号館02

キャンパスを取り巻く自然
環境にも配慮した設計と
なっており、健康福祉科学
科所属教員の研究室、心
理相談室をはじめ、350人
収容の大教室やTutorial 
Engl ishの専用ブースな
ど、多くの教室を備えてい
ます。

大隈重信胸像
キャンパスの中心に、大隈重信
の胸像と「早稲田大学教旨」の
石碑が設置されています。

人とペガサス像
カール・ミレス作。天翔ける勇
姿は世界に飛躍する人間科学
の象徴となっています。

110号館フロンティア・
リサーチセンター
2005年に文部科学省採択の研
究プロジェクトを推進するた
めに設置されました。大型実験
器具を備えた実験室や研究室
があり、ここでも最先端の研究
が行われています。

蔵書数は19万冊、所沢キャンパスにおける研究・
教育の「心臓」となっています。開架式のため、ほ
とんどの資料を直接手にとって利用することがで
きます。

学生同士で学べるグループ学習室やプレゼン
テーションエリアが備えられています。熱いディス
カッションの場としても、じっくり研究のアイデア
を練る場としても使えます。

「対話型、問題発見・解決型授業」に対応するため
の仕様を備えた教室です。人間科学部の様々な
授業形態に対応できる環境を有しています。

699席の座席数を誇る大教室です。ひとつの学年
の学生全員を収容できる広さとなっています。
学術講演会や授業の他、各種セレモニーでも使
われています。

主に大学院の臨床心理学の教育の一環として、
様々な心の問題を抱えた学外の方を対象として、
完全予約制でカウンセリングや心理療法のサー
ビスを行っています。

学生共同利用棟には、サークル用ブースが44カ
所、活動ゼミ室が3室用意されています。学生たち
のサークル活動に利用され、活発な交流の場と
なっています。

医師、保健師が担当時間に在室しており、診察・処
置にあたっています。「ちょっと調子が悪いな」と
いう時でも、安心です。様々な相談にものってくれ
ます。

書籍、文具、飲食物、雑貨、情報機器などを販売
しています。店内カウンターでは各種検定、旅
行、運転免許などの資格取得の申し込みも受け
付けています。

多くの学生が食事や学生同士の交流に利用して
います。丼物や麺類、カレー、セットメニューの他
に、ヘルシーな総菜メニューも豊富です。期間限
定メニューも充実しています。

などがあります

所沢公認サークルには…
■ aka Wa.Se.Da.（ダンスサークル）
■ 早稲田大学交響楽団（ワセオケ）所沢支部
■ 臨床心理学研究会
■ WILD359ers（スポーツ教室企画）
■ 演劇集団ところで
■ バスケットボールサークル JAWS
■ 創作サークル GIFT

CAMPUS

サークル
PICK UPhttps://www.youtube.com/

watch?v=pAgnePJHLOQ&t=1s

所沢キャンパスのドローン映像をご覧になれます。

23 24
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入学試験制度一覧

一般選抜 一般選抜（共通テスト＋数学選抜方式） 共通テスト利用入試（共通テストのみ方式）

概要

科目・配点

募集人数
人間環境科学科 115 名
健康福祉科学科 125 名
人間情報科学科 100 名

人間環境科学科 15 名
健康福祉科学科 15 名
人間情報科学科 15 名

2024年2月18日（日）

2024年2月27日（火）

試験日

合格発表日

入試要項

概要

全学科 若干名

1次選考：書類審査
2次選考：論述試験および面接試験（※1次選考合格者のみ実施）

人間科学部では、多様な入学試験のもと、個性豊かな入学希望者に広く門戸を開いています。各入学試験の詳細については、各々の入試要項をご確認ください。

対話の力
論理の力
表現の力
分析の力
省察の力

重視される
5つの力

Communication
Logic
Expression
Analysis
Reflection

式
方
系
文

早稲田大学 入学センター

［URL］https://www.waseda.jp/inst/admission/

総合型選抜
   

青木 結 さん

人間環境科学科 4年
新潟県　県立新潟高等学校出身
FACT選抜

出願資格 A（国内者向け）

出願期間
2023年
9月1日（金）～ 9月5日（火）
締切日消印有効

9月22日（金）

9月30日（土）
※所沢キャンパスで実施予定です。

11月1日（水）

※入試要項および事前課題は6月中旬に人間科学部ウェブサイト上に掲載予定

※1 2023年度入試より総合型選抜に変更

※新型コロナウイルス感染症の影響により変更になる可能性があります。最新の情報はWebサイトに掲載していますので、こまめに確認するようにしてください。

【事前課題提出】
特定の現象について志願者自身が実際に観察もしくは調査、検討し、その事実に基づいて要点をまとめ、合理的な考察を加え
た成果物を出願書類とともに提出していただきます。

【出願書類提出（一部）】
■ 志望理由書
■ 外国語能力に関する試験結果
TOEIC® Listening & Reading Test、TOEFL®（iBT）、IELTS（Academic Module）、GTEC（Advanced）、GTEC
（CBT）、TEAP（技能パターンは問わない）、実用英語技能検定（英検）、ドイツ語技能検定試験、ゲーテ・ドイツ語検定試
験、実用フランス語検定試験、DELF・DALF（フランス国民教育省認定フランス語資格試験）、実用中国語検定試験、
HSK（中国語検定）、スペイン語技能検定、DELE（スペイン語検定試験）の試験結果。国際バカロレア（IB）最終試験の成
績見込評価証明書（Predicted-Score）でも可。2022年4月1日以降に受験したスコアを有効とします。

1次選考（書類審査）合格者発表

最終合格者発表

3科目の学力試験で合否を判定します。文系方式と理系方
式のいずれかを選択して受験が可能です。一般選抜では学
科の併願はできません。
一般選抜（共通テスト＋数学選抜方式）および共通テスト利
用入試（共通テストのみ方式）との併願が可能です。

1次選考（大学入学共通テスト5教科6科目）の得点（140点）
と人間科学部が独自に課す2次試験（数学）の得点（360点）を
総合的に審査し合否を判定します。
一般選抜（共通テスト＋数学選抜方式）では学科の併願はでき
ません。
一般選抜および共通テスト利用入試（共通テストのみ方式）と
の併願が可能です。

大学入学共通テスト（5教科6科目）の得点（500点）のみで合
否を判定します。共通テスト利用入試（共通テストのみ方式）
では最大3学科まで学科の併願ができます。
一般選抜および一般選抜（共通テスト＋数学選抜方式）との併
願が可能です。

■ 外国語　50点　90分

■ 国語　50点　60分
国語総合、現代文B、古典B

■ 地歴または数学　50点　60分
次のうちから1つを選択
①世界史B　②日本史B　
③数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学A、数学B（「確率分布と
統計的な推測」を除く）

■ 数学　360点　120分
数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A、数学B（「確率分布と統計的な
推測」を除く）
※高校の文系クラス等に所属するなど、数学Ⅲを履修していない方も受験で
きるよう、設問の選択で数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学A、数学Bの範囲のみでの受験
が可能です。
※一般選抜と異なる日程で試験を実施します。

大学入学共通テスト 5教科6科目（計140点に換算）
■ 外国語　40点
次のうち1科目選択
①英語　②ドイツ語　③フランス語　④中国語　⑤韓国語
※英語はリスニングを含む配点200点を40点に換算します。英語以外の「外
国語」は、配点200点を40点に換算します。

■ 国語　20点
国語
※国語は、配点200点を20点に換算します。

■ 地歴・公民　20点
次のうちから1科目選択
①世界史B　②日本史B　③地理B　④現代社会　⑤倫理
⑥政治・経済　⑦倫理、政治・経済
※地歴・公民は、配点100 点を20 点に換算します。

■ 数学　40点
次のうちどちらも必須受験
数学Ⅰ・数学A　20点　
数学Ⅱ・数学B　20点
※数学は、それぞれ配点100 点を20 点に換算します。

■ 理科　20点
次の基礎を付した4科目のうちから2科目を選択
①物理基礎　②化学基礎　③生物基礎　④地学基礎　
または、次の基礎を付していない4科目のうちから1科目を選択
①物理　②化学　③生物　④地学
※理科は、配点100点を20点に換算します。

大学入学共通テスト（5教科6科目）
■ 外国語　100点
次のうち1科目選択
①英語　②ドイツ語　③フランス語　④中国語　⑤韓国語
※英語はリスニングを含む配点200点を100点に換算します。英語以外の
「外国語」は、配点200点を100点に換算します。

■ 国語　100点
国語
※国語は、配点200点を100点に換算します。

■ 地歴・公民　100点
次のうちから1科目選択
①世界史B　②日本史B　③地理B　④現代社会　⑤倫理
⑥政治・経済　⑦倫理、政治・経済

■ 数学　100点
次のうちどちらも必須受験
数学Ⅰ・数学A　50点
数学Ⅱ・数学B　50点
※数学は、それぞれ配点100点を50点に換算します。

■ 理科　100点
次の基礎を付した4科目のうちから2科目を選択
①物理基礎　②化学基礎　③生物基礎　④地学基礎
または、次の基礎を付していない4科目のうちから1科目を選択
①物理　②化学　③生物　④地学

式
方
系
理

■ 外国語　50点　90分

■ 数学　50点　60分
数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A、数学B（「確率分
布と統計的な推測」を除く）

■ 理科　50点　60分
次のうちから1つを選択
①物理基礎、物理　②化学基礎、化学　
③生物基礎、生物

大学入学共通テストおよび2024年2月8日（木）

2024年2月15日（木）

人間環境科学科 5 名
健康福祉科学科 5 名
人間情報科学科 5 名

大学入学共通テスト

2024年2月15日（木）

入学センターWebサイトに掲出します。（販売・窓口配布・郵送は行いません）

【一般選抜（共通テスト＋数学選抜方式）、共通テスト利用入試（共通テストのみ方式）共通事項】

※地歴・公民/理科（基礎を付していない科目）の得点利用方法
　2科目受験の場合は、第1解答科目の成績を合否判定に利用します。指定以外の科目を第1解答科目として選択した場合、合否判定の対象外となります。
※理科において、基礎を付した科目（2科目）と基礎を付していない科目（1科目）の両方を受験した場合は、得点の高い方の成績を大学側で自動的に抽出し、合否判定に利用します。

指定校推薦入試
人間科学部が決定した指定校の学校長からの推薦をもとに行う入試です。一般募集は行いません。

地域探究・貢献入試
すべての都道府県からの受け入れを目標とし、入学後は所属学部の学びに加え「地域への貢献」をテーマとした全学共通の活動を行うことで、当入試出願に至った志を入学後の学びにつなげる「高大接続」型の入試制度です。

外国学生入試 等
各入試で若干名募集。詳細は、早稲田大学国際アドミッションズ・オフィスWebサイトで公開する入試要項をご参照ください。

進学相談会を全国で開催しています

全国の受験者に、早稲田大学をより深く理解していただくため、毎年5月中旬から、北海道から九州・
沖縄までの多くの進学相談会に参加しています。ほとんどの相談会が申し込み不要です。詳細な日程
は以下URLをご参照ください。

［URL］https://www.waseda.jp/inst/admission/visiting/whole/

過去問題の公開について

著作権の利用許諾が得られた問題を以下のURLで公開しています。なお、ここに公開された入試問題
を2次的に利用する場合は、改めて著作権許諾処理を閲覧者ご自身の責任において行うことが必要と
なりますので充分ご留意ください。

［URL］https://www.waseda.jp/inst/admission/undergraduate/past-test/

DISCOVER WASEDA公開中

早稲田大学をめざす高校生、受験生のための情報サイトです。各学部の教員が行う授業のデモンスト
レーションや、現役早大生の生活、早稲田スポーツの映像など、動画を中心とした盛りだくさんのコン
テンツでお届けします。入試情報やオープンキャンパス情報も随時更新します。

［URL］https://dicover.w.waseda.jp

※「一般選抜」とは、早稲田大学の試験場で受験する必要がある入試制度です。「大学入学共通テスト利用入試（共通テストのみ方式）」とは、大学入学共通テストの得点のみで合否判定を行い、早稲田大学の試験場で受験する必要
のない入試制度です。

出願資格

募集人数

選考方法

入試日程
実施内容

最新の入試情報は入学センターWebサイトをご確認ください。

※

※

※

※

※

2次選考
■ 論述試験（120分）データを客観的・批判的に読み取り要約する分析力、得られた洞察の合理性を自ら確認し、また展開する
省察性や論理性、示すべき事柄について必要に応じて図や表を併用しながら他者にわかりやすく伝える表現力を評価します。

■ 面接試験

※

【注意】 実施内容に変更が生じる場合は、入学センター・人間科学部Webサイトに随時掲載いたします。 FACT Fundamental Academic Competency Test

FACT選抜に挑めた理由と大学生として感じること
私が FACT選抜を知ったきっかけは、地元で開催された大学説明会に参加したことでした。
人間科学部に公募型推薦入試     があることは知っていましたが、自分には無理だと思い調
べもしませんでした。しかし、大学説明会で広報の方と面談させていただく機会があり、
その際に成績や出願資格などについて親身に相談に乗ってくださり、「挑戦してみるべきだ」
と背中を押して頂いたのが受験を決めた理由の一つです。FACT選抜は少し特殊な形式で
大変そうだと感じる方も多いと思いますが、課題に取り組んでいく中で自然と大学で必要な
力を身につけられ、特に研究や実験好きにはもってこいの入試だと感じています。人間科
学部への受験を考えている皆さんで、少しでも興味があれば人間科学部の説明会に参加し
て、担当の方に相談してみると良いと思います。ぜひ挑戦してみてください！

STUDENT'S VOICE

高等学校および中等教育学校の教科科目に関する幅広い基礎学力と、理科・国語の2教科についての特に優れた基礎学力を持ち、加えて、データを客観的に読み解き要約する力、
そこから得られた洞察を科学的知見と結び付けて分析する力、それらを批判的かつ論理的にまとめ、わかりやすく提示する力を高い次元で併せ持つ受験生を求めます。当入試は
総合型選抜による入学試験です。意欲ある優秀な志願者を広く募集します。なお、FACT選抜では学科の併願はできません。出願時に希望する学科を1つ選択してください。

以下1～4のすべて、および5または6のいずれかの要件を満たしていることを必須とします。1つでも欠ける場合は出願を受理しません。
1. 当学部への入学を第一志望とする者。
2. 2023年3月に高等学校または中等教育学校を卒業した者、または、2024年3月に高等学校または中等教育学校を卒業見込みの者。ただし、文部科学省の認める在外教育施設
（日本の高等学校に相当する）を2022年4月1日以降に卒業した者、および2024年3月に卒業見込みの者も含む。
3. 高等学校または中等教育学校後期課程の1年1学期または前期から3年（4年制定時制は4年）1学期または前期までの調査書記載の「全体の評定平均値」※1が3.9以上（小数点以下
第2位を四捨五入）の者で、「理科」の「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」「物理」「化学」「生物」「地学」から3科目以上（ただし、「物理」「化学」「生物」「地学」から1科目以上の
履修を必須とする※2）および「国語」の3科目以上を履修し、「理科」および「国語」で履修したすべての科目を合わせた評定平均値が4.1以上（小数点以下第2位を四捨五入）の者。
加えて、「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学A」「数学B」をすべて履修している者。
※1 2023年4月1日時点で卒業している者は、高等学校または中等教育学校後期課程卒業時における全体の評定平均値
※2 カリキュラムの都合により「物理」「化学」「生物」「地学」の科目を履修することが不可能である場合に限り、「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」から3科目以上の履修
　　で出願を認めます。なお、履修が不可能であることを説明する根拠資料を必ず出願書類に同封してください。

4. 高等学校または中等教育学校後期課程の1年1学期または前期から3年（4年制定時制は4年）7月末までの調査書記載の「欠席日数」※が40日以内である者。
※2023年4月1日時点で卒業している者は、高等学校または中等教育学校後期課程卒業時における調査書記載の欠席日数
以下5または6のいずれかを満たすこと。

5. 学部の指定する外国語資格・検定試験のいずれか1つのスコア、結果を提出できる者。
6. 国際バカロレア資格を取得見込みの者。※出願時にはIB Predicted Scoreを提出してください。

出願資格 B（帰国生向け）
以下の1～6のすべての要件を満たしていることを必須とします。1つでも欠ける場合は出願を受理しません。
1. 当学部への入学を第一志望とする者。
2. 次の(a) (b)いずれかの要件を満たす者。
(a) 日本国籍を有する者。
(b) 「出入国管理及び難民認定法の別表第二」に掲げる者。

3. 次の(a) (b)いずれかの要件を満たす者。
(a) 出願時に日本の教育制度以外の課程にて教育を実施する日本国外所在の中等教育機関に在籍し、2024年3月31日までに卒業(修了)見込の者
(b) 日本の教育制度以外の課程にて教育を実施する日本国外所在の中等教育機関を卒業(修了)し、かつ出願時に卒業(修了)後2年以内の者。

4. 日本国外所在の中等教育機関において、最終学年を含め、2学年以上を継続して在籍した者、または在籍予定の者。
5. 次の(a) (b) (c)いずれかの要件を満たす者。
(a) TOEFL-iBTのスコアが72以上の者
(b) TOEIC L&R / TOEIC S&Wのスコアが1560点以上（ただし、TOEIC S&Wのスコアを2.5倍にしてL&Rのスコアと合算）の者
(c) 国際バカロレア資格を取得見込みの者

6. 日本国外所在の中等教育機関において、日本の高等学校に相当する期間に、物理・化学・生物・地学等の理科に関する科目の成績が著しく優秀であったことが示される者、または、
理科についてそれと同等の成果を有する者。

※1

英語（コミュニケーション英語Ⅰ、コミュニケー
ション英語Ⅱ、コミュニケーション英語Ⅲ、英語
表現Ⅰ、英語表現Ⅱ）

英語（コミュニケーション英語Ⅰ、コミュニケー
ション英語Ⅱ、コミュニケーション英語Ⅲ、英語
表現Ⅰ、英語表現Ⅱ）



オープンキャンパス

OPEN CAMPUS
全学オープンキャンパス（早稲田キャンパス）

所沢キャンパス祭 通称：所祭（とこさい）

DISCOVER WASEDA

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、中止や内容を変更する
　場合があります。詳しくは各イベントの Web サイトをご確認ください。

8/5 9：00ー17：00（土）6（日） 所沢キャンパス祭。それは１年の中で最も所沢キャン
パスが盛り上がる日です。
2023年スローガンは“Remake～所祭20祭～”です。
20回目を迎える所祭が過去最高のものになるよう、
日夜活動しています。参加される全ての方の思い出に
残る学園祭へ、ぜひご来場ください。

（所沢キャンパス祭実行委員会）

大学の特色や、人間科学部の概要、実際の講義を
映像コンテンツ等で紹介します。

https://discover.w.waseda.jp

【内容（予定）】

◎学部説明　◎模擬講義　◎個別相談　◎早大生との相談コーナー

◎キャンパスツアー　◎資料配布 など

所沢キャンパスVRツアー

多くの学生や教職員に親しまれている建物等の
内外観を360度見渡せるだけではなく、現役学
生によるナレーション解説やフォトギャラリー
（一部は動画）も用意しています。

※写真は2022年度のものです。

西武池袋線（東京メトロ有楽町線・副都心線、東急東横線、横浜高速みなとみらい線 相互直通運転）

小手指駅からスクールバス（無料）約20分
こ　て さし

Access

指
手
小

池　袋 小手指まで35分［直通］

大　宮 小手指まで60分

高田馬場 小手指まで40分

横　浜 小手指まで80分［直通］

有楽町 小手指まで70分［直通］

国分寺 小手指まで30分

スクールバス（無料）
下のQRコードで
本学へのアクセス
を確認できます。

早稲田大学 人間科学部

〒359-1192　埼玉県所沢市三ケ島2-579-15
https://www.waseda.jp/fhum/hum/
E-mailによるお問合せ先は上記URLよりご確認ください。

みか じ ま

最新の情報はWebサイトで紹介しております。

「人とペガサス」像
スウェーデンの彫刻家カール・ミレスの作品。
ギリシャ神話の英雄ベレロフォンがペガサスに乗って、怪物キマイラを退治に向かう姿を表している。
人間科学部開設（1987年）にあたり、学生たちにも大きく羽ばたいてほしいという願いを込め、
所沢キャンパスの象徴として設置された。

8/26 9：30ー15：00（土）

（日）10/22

https://waseda-vrtour.com/jp/tokorozawacampus/

School of Human Sciences, WASEDA University 

人間科学部オンラインオープンキャンパス

【内容（予定）】 「個別相談」 「人間科学への招待」（事前予約制）

◎学部説明

◎地域ブロックごとに出身学生・教職員との座談会/相談会　など

Human
Sciences
GUIDE BOOK 2024
School of Human Sciences, WASEDA University 

早稲田大学 人間科学部
◆人間環境科学科　◆健康福祉科学科　◆人間情報科学科




